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高台方向へ避難することを想定した
避難施設の検討（仮）



対象地区…藤沢市片瀬・鵠沼地区の沿岸部

観光客数…年間400万人

津波浸水予測…「慶長型地震」のシナリオより

津波到達時間：72分

最大津波高さ：9.5m

2011年10月31日現在

藤沢市津波避難ビル棟数：183棟







メッシュ化

250m×250m













キャパシティ設定なし

棟数：66棟



キャパシティ設定あり

棟数：59棟



パイチャート





バッファ

平均移動距離 226.079m を採用



平均移動距離 726.258m を採用



• 津波避難に関する取り組み事例集より…

地震発⽣後「津波は必ず来ると思った」⽅が

避難を開始している時間が平均14 分

→避難準備時間を15分設定

避難歩行速度67m/分で避難可能距離を500mまでと設定

実際の避難では迂回することも考慮し、

迂回率1.5を用いた結果、避難可能距離を333mとする。

https://www.fdma.go.jp/pressrelease/info/items/%E6%B4%A5%E6%B3%A2%E9%81%BF%E9%9B%A
3%E5%AF%BE%E7%AD%96%E5%8F%96%E7%B5%84%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86.pdf

https://www.fdma.go.jp/pressrelease/info/items/%E6%B4%A5%E6%B3%A2%E9%81%BF%E9%9B%A3%E5%AF%BE%E7%AD%96%E5%8F%96%E7%B5%84%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86.pdf


避難可能距離 333m を採用



結果

・キャパの設定により、若干現実味を帯びている結果が得られた

・複数の津波浸水域外の避難施設への避難が確認できた



今後の課題

・津波浸水域外に点を置き結果を考察する

・100m×100mのメッシュで行うか否か

・避難時間は考慮されていないが反映させる？

・Open Street Mapを利用し、より精度の高い検証を行う



おまけ


